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紹

介
中
本
大
編
『
名
庸
集
―
影
印
と
解
題
―
』

合

山

林
太
郎

本
書
は
、
近
世
初
期
に
そ
の
来
歴
が
確
認
さ
れ
る
人
名
集
成
『
名
庸
集
』、

（
信
多
純
一
氏
旧
蔵
、
現
在
は
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
所

蔵
）
及
び
『
名
庸
集
』
と
も
と
一
体
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
仏
家
の
伝
記
集

成
『
燈
分
録
』（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）
の
影
印
で
あ
る
。
第
一
・
二
巻

に
『
名
庸
集
』
が
、
第
三
巻
に
『
燈
分
録
』
が
収
録
さ
れ
る
。

ま
た
、
本
書
に
は
、
中
本
氏
に
よ
る
解
題
が
付
さ
れ
る
。
解
題
は
、「
Ⅰ

菊
隠
慧
叢
に
つ
い
て
―
『
名
庸
集
』
研
究
序
説
―
」「
Ⅱ
『
名
庸
集
』
の
書

誌
」「
Ⅲ
『
燈
分
録
』
に
つ
い
て
」「
Ⅳ
『
名
庸
集
』
の
編
者
」「
Ⅴ
『
名
庸

集
』
の
別
本
」「
Ⅵ
後
水
尾
院
と
寛
文
年
間
の
五
山
禅
林
文
壇
」
の
六
章
か

ら
成
る
。
以
下
、
そ
の
内
容
を
要
約
し
、
本
書
の
紹
介
に
代
え
た
い
。

Ⅰ
は
、『
名
庸
集
』
の
成
立
と
関
わ
り
が
深
い
と
考
え
ら
れ
る
菊
隠
慧
叢

に
つ
い
て
の
分
析
で
あ
る
。
中
本
氏
は
、
近
世
初
期
の
五
山
文
壇
の
領
袖
鳳

林
承
章
の
日
記
『
隔
蓂
記
』
寛
文
四
年
四
月
五
日
の
記
事
か
ら
、
こ
の
『
名

庸
集
』
が
菊
隠
慧
叢
か
ら
鳳
林
を
介
し
て
後
水
尾
院
に
献
上
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
と
論
じ
、
菊
隠
の
事
跡
及
び
僧
侶
と
し
て
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
菊
隠
が
、
正
保
三
年
一
一
月
四
日
、
相
国
寺
慈
照
院
派

塔
頭
の
梅
熟
軒
に
お
い
て
得
度
し
て
い
る
こ
と
、
古
市
（
清
原
）
胤
子
が
菊

隠
及
び
長
得
院
と
の
関
係
か
ら
、
菊
隠
が
貴
顕
と
の
関
係
を
持
つ
人
物
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
る
。

以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
つ
つ
、
中
本
氏
は
、
菊
隠
を
、「
実
務
家
の
僧
侶
」

（
第
三
巻
、
二
九
三
頁
）
で
あ
り
、
文
事
に
明
る
い
人
物
で
あ
っ
た
と
は
考

え
に
く
い
と
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、『
隔
蓂
記
』
中
に
記
さ
れ
る
『
名
庸
集
』

献
上
の
経
緯
に
つ
い
て
、
な
お
不
明
な
点
が
多
い
と
し
て
い
る
。

Ⅱ
で
は
、『
名
庸
集
』
の
書
誌
事
項
、
及
び
そ
れ
が
成
立
す
る
に
至
っ
た

文
化
的
背
景
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
中
本
氏
は
、『
名
庸
集
』
に
、
桃
源
瑞

仙
に
よ
る
『
三
体
詩
』
注
釈
書
の
文
章
が
引
用
さ
れ
、
ま
た
、
抄
物
の
文
体

が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
資
料
が
五
山
の
伝
統
を
濃

厚
受
け
継
い
で
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
名
庸
集
』
が
第
一
義

的
に
は
五
山
僧
の
漢
文
制
作
の
た
め
に
作
ら
れ
た
と
推
定
し
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、『
名
庸
集
』
に
引
用
さ
れ
る
『
古
今
源
流
至
論
』
に
注
目

し
、
そ
れ
が
、
中
世
五
山
の
伝
統
に
お
い
て
は
参
照
さ
れ
ず
、
文
禄
・
慶
長

の
役
以
降
、
流
布
し
た
書
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
、『
名
庸
集
』
が
、
一

七
世
紀
の
学
問
に
お
け
る
新
潮
流
、
す
な
わ
ち
、「
新
興
儒
者
や
上
層
町

衆
・
医
師
ら
の
集
書
が
活
況
を
呈
す
る
な
か
、
五
山
学
僧
が
受
容
に
関
わ
ら

な
い
漢
籍
が
文
壇
に
紹
介
さ
れ
る
事
例
が
増
え
て
い
っ
た
近
世
初
期
」（
同
、

三
〇
七
頁
）
の
思
潮
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
も
論
じ
る
の
で
あ
る
。

Ⅲ
で
は
、『
燈
分
録
』
の
成
立
や
由
来
、
性
格
な
ど
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
こ
の
『
燈
分
録
』
が
国
語
学
者
岡
田
希
雄
に
所
蔵
さ
れ
て
い

た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
本
書
影
印
所
収
の
『
名
庸
集
』
と
ツ
レ
の
関
係
で

あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、『
名
庸
集
』
の
目
次
と
、
実

際
の
『
燈
分
録
』
に
お
け
る
記
載
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
中
本
氏
は
、『
燈

分
録
』
が
「
項
目
や
記
載
を
補
い
つ
つ
変
化
す
る
可
能
性
を
秘
め
た
、
未
完
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の
一
書
で
あ
っ
た
」（
同
、
三
一
三
頁
）
と
推
定
す
る
。
ま
た
、『
燈
分
録
』

に
、
林
羅
山
に
よ
る
『
徒
然
草
』
の
注
釈
書
『
野
槌
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
編
纂
の
背
後
に
、
林
家
な
ど
の
一
七
世
紀
の
新
し
い
学
問

の
潮
流
と
の
関
わ
り
が
想
定
で
き
る
と
論
じ
て
い
る
。

Ⅳ
は
、『
名
庸
集
』『
燈
分
録
』
の
編
者
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。『
燈

分
録
』
冒
頭
に
記
さ
れ
る
「
雲
興
」
と
い
う
語
か
ら
、
中
本
氏
は
、
編
者
の

候
補
と
し
て
後
水
尾
院
の
信
頼
の
厚
か
っ
た
雲
興
軒
四
世
雪
岑
梵
崟
の
名
を

挙
げ
る
も
の
の
、
こ
の
雪
岑
を
著
者
と
考
え
る
こ
と
に
は
消
極
的
で
あ
る
。

雪
岑
が
編
者
で
あ
れ
ば
、『
隔
蓂
記
』
に
必
ず
雪
岑
に
つ
い
て
の
記
載
が

あ
っ
て
よ
い
か
ら
、
と
い
う
の
が
、
そ
の
理
由
で
あ
る
。

Ⅴ
で
は
、
中
本
氏
が
所
持
す
る
別
本
『
名
庸
集
』
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、

影
印
さ
れ
た
『
名
庸
集
』
の
乱
丁
に
つ
い
て
指
摘
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、

近
世
期
に
お
け
る
『
名
庸
集
』
受
容
の
一
端
に
つ
い
て
考
察
が
な
さ
れ
る
。

Ⅵ
に
お
い
て
は
、
鳳
林
が
没
す
る
寛
文
八
年
ま
で
の
後
水
尾
院
と
五
山
と

の
文
事
が
概
観
さ
れ
、
そ
の
性
格
が
検
討
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
隔
蓂
記
』

の
記
述
を
追
い
な
が
ら
、
寛
文
三
年
の
「
西
湖
図
」
詩
制
作
、
同
四
年
の

「
詩
仙
絵
」
制
作
、
同
六
年
の
後
水
尾
院
の
弟
宮
に
あ
た
る
良
純
法
親
王
と

鳳
林
と
の
交
流
、
同
七
年
の
「
湖
山
十
詠
」
の
色
紙
制
作
に
つ
い
て
、
そ
の

具
体
的
な
様
相
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

後
水
尾
院
の
文
事
か
ら
は
、
先
行
す
る
時
代
の
文
芸
へ
の
思
慕
の
念
を
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
中
本
氏
は
論
じ
て
い
る
。
と
く
に
和
漢
の
文
藻
を

総
合
的
に
把
握
し
、
五
山
僧
と
多
く
詩
文
を
依
頼
し
た
と
い
う
点
で
、
後
水

尾
院
の
姿
は
、
義
政
と
五
山
僧
と
の
関
係
を
彷
彿
と
さ
せ
る
と
述
べ
て
い
る
。

た
だ
同
時
に
、
中
本
氏
は
、
寛
文
期
に
お
け
る
新
興
の
儒
学
者
や
詩
人
た

ち
の
活
発
な
動
き
に
つ
い
て
論
じ
、
そ
れ
が
後
水
尾
院
の
視
野
に
入
っ
て
い

た
可
能
性
を
も
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
西
湖
図
」
に
つ
い
て
は
、

那
波
本
『
白
氏
文
集
』
か
ら
の
関
連
す
る
知
識
の
流
入
や
野
間
三
竹
に
よ
る

『
四
時
幽
賞
』
の
刊
行
と
の
関
係
性
な
ど
が
、「
詩
仙
絵
」
に
関
し
て
は
、
石

川
丈
山
と
「
三
十
六
詩
仙
」
や
林
羅
山
・
鵞
峰
・
読
耕
斎
ら
に
よ
る
「
詩

仙
」
色
紙
の
制
作
と
の
相
同
性
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

と
く
に
「
詩
仙
図
」
制
作
に
際
し
て
は
、
鳳
林
が
武
田
寿
佺
を
介
し
て
丈

山
に
連
絡
し
て
い
た
こ
と
が
、『
隔
蓂
記
』
中
の
記
述
を
根
拠
と
し
て
示
さ

れ
、
後
水
尾
院
と
新
興
勢
力
と
の
つ
な
が
り
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

中
本
氏
は
、
後
水
尾
院
と
五
山
僧
と
い
う
伝
統
的
な
結
び
つ
き
を
、
徳
川

幕
府
と
林
家
と
い
う
新
た
に
台
頭
し
て
き
た
勢
力
と
対
置
的
に
捉
え
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
上
で
、
室
町
時
代
と
い
う
過
去
へ
の
回
帰
の
み
を
企
図
せ
ず
、

同
時
代
の
新
興
の
学
問
の
動
き
に
も
鋭
敏
に
反
応
す
る
後
水
尾
院
と
い
う
人

物
の
特
異
性
を
析
出
し
て
い
る
。

様
々
な
潮
流
が
交
錯
す
る
近
世
初
期
漢
詩
文
世
界
の
様
相
を
、
中
本
氏
は

解
題
に
お
い
て
明
瞭
に
提
示
し
て
い
る
。
こ
の
認
識
は
、
中
世
・
近
世
の
研

究
に
携
わ
る
者
全
て
に
大
き
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
三
年
十
月
、
全
三
巻
、
四
八
二
・
四
二
八
・
三
五

二
頁
、
三
八
，
〇
〇
〇
円
）（

ご
う
や
ま
・
り
ん
た
ろ
う

本
学
大
学
院
講
師
）
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